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○ 11 月の活動概況 

・噴煙など表面現象の状況（図２、図３、図４-①⑤～⑦、図５①⑥～⑧、図 12、図 13） 

噴煙活動に特段の変化はなく、白色の噴煙が概ね火口縁上 300ｍで経過し、最高で火口縁上 500

ｍまで上がりました。 

湯だまり１）の量は、３割（10 月：３割）でした。表面温度２）は、74℃（10 月：71～74℃）と

高い状態でした。また１日に、湯だまりの中央部付近でごく小規模な土砂噴出を確認しました。

土砂噴出を確認したのは、2013 年７月 19 日以来です。 

南側火口壁の温度２）は、384℃（10 月：287～360℃）でやや高い状態でした。赤外熱映像装置３）

による観測では、先月と同様、熱異常域の西側に、高温の領域が認められました。 

高感度カメラで確認できる程度の微弱な火映４）を時々観測しました。 

 

・地震や微動の発生状況（図４-②③、図５-②～④、図６） 

孤立型微動５）の月回数は 133 回（10 月：800 回）で、前月と比べて減少しました。火山性地震

の月回数は 114 回（10 月：865 回）で、前月と比べて減少しました。震源は、中岳第一火口付近

のごく浅い所に分布しました。 

継続時間の短い火山性微動が 18 日に４回（10 月：なし）発生しました。 

 

・火山ガスの状況（図４-④、図５-⑤） 

21 日及び 26 日に実施した現地調査では、二酸化硫黄の放出量は１日あたり 600～700 トン（10

月：400～1,200 トン）とやや多い状況でした。 

 

・地殻変動の状況（図７、図８） 

GPS 連続観測では、火山活動によると考えられる変化は認められませんでした。 

中岳第一火口の火山活動は、わずかに高まった状態で経過していることから、今後の火山活動の

推移には注意する必要がありますが、噴火の兆候は認められません。火口内では土砂や火山灰の噴

出する可能性があります。また、火口付近では火山ガスに注意してください。 

平成 25 年 10 月 11 日に噴火予報（噴火警戒レベル１、平常）を発表しました。その後、予報警

報事項に変更はありません。 

この火山活動解説資料は福岡管区気象台ホームページ（http://www.jma-net.go.jp/fukuoka/）や気

象庁ホームページ（http://www.seisvol.kishou.go.jp/tokyo/volcano.html）でも閲覧することができ

ます。次回の火山活動解説資料（平成 25 年 12 月分）は平成 26 年１月 14 日に発表する予定です。 

この資料は気象庁のほか、国土地理院、京都大学、九州大学、独立行政法人防災科学技術研究所及び

阿蘇火山博物館のデータも利用して作成しています。 

資料中の地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の『数値地図 50ｍメッシ

ュ（標高）』を使用しています（承認番号：平 23 情使、第 467 号）。 
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・全磁力の状況（図９～11） 

中岳第一火口の北西縁に位置する、全磁力連続観測点 CW2 および CW3 の両方で 2013 年 9 月以

降、全磁力値が増加しています。2012 年 10 月および 2013 年 11 月に実施した全磁力繰り返し観

測の結果を考慮すると、中岳第一火口地下の温度が上昇している可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）活動静穏期の中岳第一火口には、地下水などを起源とする約 50～60℃の緑色の湯がたまっており、これを

湯だまりと呼んでいます。火山活動が活発化するにつれ、湯だまり温度が上昇・噴湯して湯量の減少や濁

りがみられ、その過程で土砂を噴き上げる土砂噴出現象等が起こり始めることが知られています。 

２）赤外放射温度計で観測しています。赤外放射温度計は、物体が放射する赤外線を感知して温度を測定する

測器で、熱源から離れた場所から測定できる利点がありますが、測定距離や大気等の影響で実際の熱源の

温度よりも低く測定される場合があります。 

３）赤外熱映像装置は物体が放射する赤外線を感知して温度分布を測定する測器です。熱源から離れた場所か

ら測定することができる利点がありますが、測定距離や大気等の影響で実際の熱源の温度よりも低く測定

される場合があります。 

４）赤熱した溶岩や高温の火山ガス等が、噴煙や雲に映って明るく見える現象です。 

５）阿蘇山特有の微動で、火口直下のごく浅い場所で発生しており、周期 0.5～1.0 秒、継続時間 10 秒程度で 

振幅が５μm/s 以上のものを孤立型微動としています。 

図１ 阿蘇山 観測点配置図 

小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示しています。 
（博）：阿蘇火山博物館、（防）：防災科学技術研究所 



火山活動解説資料（平成 25 年 11 月） 

阿蘇山 - 3 -

図２ 阿蘇山 噴煙の状況（11 月 16 日、草千里遠望カメラによる） 

図３ 阿蘇山 火映の状況（11 月 16 日、草千里遠望カメラによる） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火口西駅 
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図４ 阿蘇山 火山活動経過図（1989 年１月～2013 年 11 月、赤線は積算回数） 

 
2002 年３月１日から検測基準を変位波形から速度波形に変更しました。 

2007 年 1 月までは九州大学、2007 年 3 月以降は気象庁 
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図５ 阿蘇山 火山活動経過図（2012 年 12 月～2013 年 11 月、赤線は積算回数） 

・湯だまりの量は、３割（10 月：３割）でした。 

・湯だまりの表面温度は、74℃（10 月：71～74℃）と高い状態でした。 

・南側火口壁の温度は、384℃（10 月：286～360℃）でやや高い状態でした。 
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 ：2013 年 11 月の震源 

 ：2010 年１月～2013 年 10 月の震源 

図７ 阿蘇山 GPS 連続観測点と基線番号 

小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示しています。 
（国）：国土地理院 

図６ 阿蘇山 震源分布図（2010 年１月～2013 年 11 月） 

＜11 月の状況＞ 

震源は、中岳第一火口直下のごく浅い所に分布しました。 
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これらの基線は図７の①～⑤に対応しています。 

2010 年 10 月以降のデータについては、電離層の影響を補正する等、解析方法を改良しています。 

灰色部分は障害のため欠測を示しています。 

図８ 阿蘇山 GPS連続観測による基線長変化（2001 年３月～2013 年 11 月） 

GPS 連続観測では、火山活動によると考えられる変化は認められませんでした。 

2010 年 10 月１日解析開始

2010 年 10 月１日解析開始

2010 年 10 月１日解析開始

取付台の移動による変化
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図９ 阿蘇山 全磁力観測点配置図（◎：連続観測点 ●：繰返し観測点） 

図 10 阿蘇山 全磁力連続観測による阿蘇山麓(AHK)を基準とした年周変動補正後の阿蘇中岳火口

周辺の全磁力変化（2008 年 1 月～2013 年 11 月） 

この全磁力変化は図９の CW2、ASJ に対応しています。 

nT（ナノテスラ）は磁場の強さを表す単位です。 

火山体内部の温度上昇を示唆する変化 

火山体内部の温度低下を示唆する変化 

〔補足〕 火山体周辺の全磁力変化と火山体内部の温度変化 

北側の観測点で全磁力増加 

南側の観測点で全磁力減少 [消磁] 

[帯磁] 
北側の観測点で全磁力減少 

南側の観測点で全磁力増加 
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図 11 阿蘇山 【参考】中岳第一火口の熱消磁と全磁力変化パターン 
中岳第一火口で熱消磁が発生した場合の全磁力変化のパターンを示しています。熱消磁が発生し火口地下の

温度が上昇した場合は、図に示したようにＣＷ２観測点が全磁力の増加域に入っています。 

 

全磁力の増加域（オレンジ色の領域）

全磁力の減少域（青色の領域）



火山活動解説資料（平成 25 年 11 月） 

阿蘇山 - 10 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 阿蘇山 中岳第一火口南西側から撮影した第一火口内の状況 

湯だまりの量は、３割（10 月：３割）でした。 

図 13 阿蘇山 赤外熱映像装置による中岳第一火口南側火口壁の地表面温度分布 

（左：可視画像 右：赤外画像） 

先月と同様、熱異常域の西側（白丸）に、高温の領域が認められました。 

2013 年 10 月 28 日 湯だまり量：３割 2013 年 11 月１日 湯だまり量：３割 

2013 年 11 月１日 2013 年 11 月１日

2013 年９月 24 日 2013 年９月 24 日

2013 年 10 月 17 日 2013 年 10 月 17 日


